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広島県産鳥類およびコウモリ類から採集された吸血性ハエ類

(シラミバ工科，クモハエ科，コウモリバ工科)

LLr内健生"

Blood-sucking flies (Diptera: Hippoboscidae， Nycteribiidae， and Streblidae) 

col!ected from birds and bats of Hiroshima Prefecture， Japan 

Takeo Y AMAUCHI 1 ) 

Abstract Two hippoboscid species， Ornithoicα momLyαmα and Ornithomyα 

即日ulαnα αobαtonis， four nycteribiid species， Nycteribiα αllotopα mikado， 

Nycteribiαpαrvula， JDhthirid山 m hindlei， and Penicillidiαjenynsii， and onc streblicl 

speclcs， Brachylαrsmαhαnoi， arc recorded from Hiroshima Prefecture， Chugoku 

District， Japan. OrnithoicαmomLyαm叫 18firstly recorclecl [rom Chugoku District 

Nycieribiαpar山 laand Ph. hindl目 arefirstly recorded from Hiroshima Prefecture 

Ornitholi叩ααuiculariααobαtonis i8 firstly collected from thc white's lhrush 

ZootherαdαumαThe phoretic association of lVlallophaga (Philopteridae) wIth O. 

momLyαmai i8 firstly re∞rded 

Key words new h08t reコord， Nycteribiαpαrvula， Ornilhoicα mom~yαmαL 

Phthiridium hindlei， phoresy 

はじめに

シラミハ工科(以 r，シラミパエ類)，クモパエ科(以下，クモパエ類)，コウモリパ工科(以

下2 コウモリパエ類)のハエ類は卵胎生でJ 成虫は吸血寄生性を右す シラミパエ類は烏頒と 11甫

乳類、に寄生し，クモパエ類とコウモリパ工類はコウモリ類に寄生する 日本からはj シラミパエ

類が27種?クモパエ類が11種，そしてコウモリパエ類が4種記録されている (Mogiet al.， 2日日2;

大石ら， 2009) 海外では近年，シラミパエ類がウエストナイルウイルスの媒介に関与している可

能性が指摘され (Farajollahiet al.， 2005)，またコウモリ寄生ハエ類がエボラウイルスの媒介

に関守している可能性が指摘されており (Dickand Pat¥erson， 2006)，これら吸血性ハエ類の
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染桜I!I.介助物と Lての重要性が強〈認識されつつある

ンラミパエ新，クモパエ類，コウモリパエ額の大多数の純が野生動物仁寄生するため，これら

の採集は|州統であり，分布や生態などの基礎的な柿報も断11的にしか知られていない 広砧県で

は，これまでにγ ラミパエ科の4種 アオバトンラミパーL OrnithomyααuiculariaαobαtonLS 

(MatslIffiura， 1905)，イワツノ〈メシラミパエ SteneptelYxhirundinis (Linnaeus， 1758)，ヒメ

シカシラミパエ LipopLenαfοrlisetosαMaa，1965，ヲロシカシラミノfエ Lipoptenαsihae

Mogi， 1975，クモパエ科の 2揖 ヘラズヰクモパエ NycLeribiααllotopαml加doMaa， 1967 

とケプカクモパエ Penicillidiαjenynsii(WCSLwood， 1834)，コウモリノミ工科の2極:7Jノウコ

ウモリパエ BIαchytαrsmαkanoiMaa， 1967とコウモ 1)1'¥エ Nycteriboscakollari Fraucnrcld， 

1855が記録されていた(茂木， 1983; 中村， 1987; Mogi et al.， 2002; Yamauchi and 

Nakayama， 2006; Yamallchi and Kuroki， 2009) 

本報告では，広μ県産鳥類止コウモリ車両から待られた70%エタノール液浸標本と，1.1:原市立比

和自然科学博物館(以ト，比和博)に収威されている乾燥標本の剤査結果を報告する なお，4>:

報告中の鳥煩の干01，学名は日本局額目録編集委R会 (2∞0)に，コウモリ類の和名 守:名は阿
部ら (2005)にしたがった

結果

421同体のハエ野iをB制坐した結果aこれらはγ ラミパエ頒2植。タモパエ類4種，コウモリパエ

頒1砲に分煩された

ー

2 

同l モミヤマンラミパエ Ornilhoicαmomiyαm叫 Kishida，♀ 矢印は服部に岐若Lたチョウカクハ

ジラミ科の3例体スケールは10m

図2 アオパトンラミパエ Ornithomyaα叫 culariααobαtoais(Ma阻U皿 ura)，平 スケールは剛

岡3 ケプカクモパエ Penicillid叫 jenynsii(WesLwood)，♀ スケールは咽
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シラミ J¥工寺ヰ Hippoboscidae 

l モミヤマシラミバヱ Ornithoicα mom~yαmai Kishida， 1932 (図 1) 

1♀， Jj，ケ峰大積山， ex クロツグミ Turduscardis Temminck， 1831， 14 N 2007，チョウカ

クハジラミ科の3個体が腹部に佼着， f上回開彦採集

2. 7オノ、トシラミハエ Ornithomyααviculariααobαton日 (Matsumura，1905) (1ヌ12)

I♀(比和博所蔵)，三次市三良坂町字沖江， ox トラツグミ Zootherαdαumα(Latl】am，

1790)， 29. 1. 2ω1，小111光相採集

ヴモバエ干ヰ Nycteribiidae 

3 ヘラスネクモパエ Nycteribiαα日otopαmikadoMaa， 1967 

6♂15♀，庄原市東城町帝釈峡鬼のむ屋， ex ユピナガコウモ 1) Miniopterus Juliginosus 

(Hodg印 n，1835)複数頭， 4 VIII 19日目。

4 コヘラズネクモハエ NycteribiαpαrvulαSpeiser，1901 

l♂5♀，庄原市束j成陀帝釈峡*のをJ屋， ex ユピナガコウモリ複数頭， 4溜 1998

5. Phthiridium hindlei (Scott， 1936) 

l♀j 呉市豊田J(大崎下 j詩人 ex キクガシラコウモリ Rhinolophusferrumeq山num

(Schreber， 1774) (頭胴長75mm，前腕長62mm，体重16.0g)の背q" 29皿 2004，1末伸止採集

6 ケプカクモパエ Penicillidiαjenynsii(Westwood， 1834) (閃 3) 

3♂l♀(比和博所蔵)，帝釈峡， 10咽 1980，中村慎吾採集;1♀(lと和博所蔵)，帝釈峡， 25 

VIII 1989，中村慎吾採集;1♂l♀(比和博所蔵)，帝釈IIIA，26咽 1989，中村慎吾採集 2♂2♀1

庄原市東城町帝釈峡鬼のお屋， ex ユピナガコウモリ複数~ß ， 4 VIII 1998 

コウモリバ工幸↓ Strebl idae 

7 カノウコウモリノミエ BrαchytαrsmαhαnoiMaa， 1967 

l♂，呉市豊町(大崎 F島)， ex キクガシラコウモ 1) (Hf!腕長75mm，両ij腕長62mm，体重16.0g)

の皮膜， 29田 2004，下末。l'iE採集

考察

本報告で記録した7種のうち，モミヤマシラミパエは中医地方新記録穫j そしてコヘラスネク

モパエと Ph.hindleiは広島県新記録種となる(表1) なお，広島県では正体不明の「コウモ

リハエ NycteriboscαkollariJが記録されている(中村， 1987)ため，以下にこのコウモリノミエ

について若干の考察を行なう
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ず醗

中国地方におけるシラミパ工科!クモパ工科，およびコウモリパエ朴の分布
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中村(1987)で帝釈峡から記録された「コウモリパエ NycteriboscαkallariJの学名は1 当時

わが国で広く用いられていた北降館の『原色見出大図鑑皿l(笹川， 1965) で使用されたもので

Nycteriboscα kollari で「コウモリハエしかし， r 1Jl¥、色昆虫大|当鑑IIIj (笹川， 19唱5)ある

FrauenfeldJとして示された同じ価体が， ij新語T原色昆!J1大図鑑田j(笹川1， 20C日)では「カノウ

コウモリパエ Brachytαrs問αhαnoiMaaJとして示され，解説文でも宿 i情報をのぞいて同じ

(そのため?カノウコウモリパエの分布が確認されていない地域までが分布記述がなされている

域として記述されている) なお，このハエについて， r原色昆虫大図銃皿j(笹川， 1965)で[ユ
という記述があるのに対して， r新訂原色昆虫大図鑓田j(笹川， 2008) ピナガコウモリに寄生J

ではこの部分が「キクガシラコウモリに寄生jと変更されている真の N.kalloriが地中海沿

岸に分布する種であり，日本に分布しないことについては大石 中間 (2001)に詳細が述べられ

Rhinalophus キクガンラコウモリとコキクガシラコウモリカノウコウモリパエはjてし、る

carnutus Temminck， 1835から採集された記録が多いのに対してj その他のコウモリから採集

(Mogi et 01.， 2002) 中村(1987)は，帝釈蚊のコウモリパエについて，されることは稀である

「ユピナガコウモリに寄生するが，きわめて稀Jと記述していることから，帝釈峡の個体はカノ

ウコウモlJパエであった可能ii7l清いと推定される

これまでに中国地方ではシラミパ工科6種j クモパ工科5種，コウモリパ工科 l種が記録され

ていた (Maa，1967;大石淀江， 1999; Mogi et α1.， 2002; 山内， 2003; U-I内・奥島， 2005; 

Yamauchi elα1.， 2009) これらのうち広島県で未記録なのは Ornithomyαchloropusextensα 

ヒメヘラズネクモバMaa， 1967，セルリンラミパエ Ornithophilometallicα(Schiner， 1864)， 

エ l引γcteribiαpygmαeα(Kishida，1932)の3穂のみである この3種は広域に分布する繰であ

ることから (Maa，1967; MOlo et 01.， 2002)，今後j 広島県で採集される可能性は高いと考え
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られる

アオパトシラミハエは利尻島}北海道!本州，側関!小笠原諸島(母島)，奄美大島 7 東シベリ

ア!韓国に分布し非常に多くの種の鳥類から採集されている(lVIaa，1967; lVIogi et al.， 2002; 

日a(凸 andlVIogi， 2008) しかし!これまでトラツグミからの記録はなかったため!今回，トラツ

グミがアオパトシラミパエの宿主として初めて記録された

シラミパエ類にはハジラミ類の便乗およびダニ類の重複寄生(超寄生)がしばしば認められ!

これらはシラミパエ類の体に乗って鳥類詞を移動することが知られている (Hillet al.， 1967; 

Keirans， 1975;加納， 2000; Yamauchi and Kuroki， 2009) 今回記録したモミヤマシラミノてエ

の腹部にはチョウカクハジラミ科の3個体が岐着していたことから}これらのハジラミ類はモミ

ヤマシラミパエへ便乗しっとしミたものと考えられる これは!ハジラミ類によるモミヤマシラミパ

エへの初めての便乗例である

詰j 辞

比和自然科学博物館の標本調査の際にお世話になった庄原市立比和自然科学博物館長の中村慎

吾博士?標本をご提供いただいた庄原市の小川光昭氏!ひろしま自然の会江主岡昭彦氏，広島フィー

ルドミュ ジアムの金井塚務氏!および呉市立豊中学校の下末伸正氏にお礼申し上げる 本研究

の一部は厚生労働科学研究費補助金新型インフルエンザ等新興 再興感染症研究事業 (H21

新興一般 005)の助成を受けて行なわれた
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